
福島県ソフトテニス連盟
審判委員会

報告者 石川喜昭

巡回状況

・風が強い場合にカウンターを副審が兼務するとゲームの進行等に問題だと感じる場合がある。

　（カウンター使用は諸条件を考えてする必要がある）

・特に問題なかった。

●その他

・きわどいボールへの発声に関する意識は浸透してきたと感じた。

・女子のポイント間が長い点が少し改善された。（折に触れ話題にしてきた）

・ポイントの後に、コートを必要なしに駆け回ったり、相手コート側に向かって拳をつきあげる

　指導して行きたい。

　選手が見られ注意した。選手マナー向上を図るとともに、注意や警告を勇気をもってできる

●観客のマナー

ワッペン着用状況

●審判技術

・試合の終わりに、副審が正審の向かい側に立つケースが見られ注意した。

・レッツプレーの発声で連続的なプレーを促すべき場面でできない審判が気に掛かった。

　よう審判の資質向上を図りたい。

●監督・ベンチコーチのマナー

・今大会はコーチングなし（ベンチに指導者が入らない）で実施された。

参加団体数（団体戦の場合） 団体

参加ペア数（選手権ダブルスの場合）

参加人数（シングルスの場合） 人

男子105ペア　女子100ペア

会　場 郡山市庭球場

審判巡回報告

大会名

期　日 平成２８年４月１６日（土）

ハイスクールジャパンカップダブルス予選会   


